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次号をおたのしみに 
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ガロ/白土三平/水木しげる/を論じた批評を収録/ 


ガ d の世界 

発売中/ 

定価150円 • 〒30円 

A 5 判 • 102頁 

ガロ創刊以来、各新聞.週刊誌.雑誌 • 

同人誌に発表されたガロ関係の論文•記 
事を読者の要望に応えて一冊に収録いた 
しました。部数に制限がありますので、 
お早めにお近くの書店か、直接当社宛お 
申込み下さい。 


本書の一部内容 

鶴見俊輔「ガロの世界」 

藤川治水「白土5平の世界」 

佐藤忠男「白土三平の漫画発想」 

秋谷®男「残酷マンガと唯物史観 j 
渡辺一衛「子供マンガの芸術論」 

山形大学工学部新聞「白土三平論序説」 
日本読書新聞「白土三平氏を訪ねて」 

京大新_「役行者と白土 S 平」 

佐々木守「ロマンの回復 • カムイ伝論」 

日本読書新聞「水木しげるイシタビュー」 
週刊朝日「怪奇マンガと水木しげるさん」 
週刊大衆「幻想と怪奇を描く水木マンガ」 
朝日新聞「泥絵具の幻想を復活」 

大森 H 英児「水木しげるのグロテスクな世界 


日本ナショナリズム論 

■愛国心にたいする羞恥を/. 

津田道夫著 B6I/V9SO 

現代 日本国家にラジ7:7ルに対決する一つの〈危険思想〉 

の 結晶が これである。ィンターナショナリズムの m 代的 
復権を目ざした書下し労作。 

歴史としての—菊2地^5 f 
スタ—リン時代 

革命をとりまく 諸 条件と、革命を指導す る主体との交錯 
から生れたひとつの悲劇の時代が、劇的に、しかも実証、' 
的■にぇがく、著者執念の労作である。 

文化と革命 

竹内芳郎著 B6 判上製 /¥820 

〈文化とは何か？〉今日の大学闘争が銳くつきつけてい 
.るこの現代のアクチュアルな問いに答えた注目の論集0 
トロッキ—、啓迅、サルトル、中国文化大革命を論ず。 
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